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ドビュッシー：前奏曲集　第 1巻
	 1.	 デルフォイの踊り手
	 2.	 帆
	 3.	 野を渡る風
	 4.	 音と香りは夕暮れの大気に漂う
	 5.	 アナカプリの丘
	 6.	 雪の上の足跡
	 7.	 西風の見たもの
	 8.	 亜麻色の髪の乙女
	 9.	 とだえたセレナード
	 10.	 沈める寺
	 11.	 パックの踊り
	 12.	 ミンストレル

ドビュッシー：映像　第 1集
	 1.	水に映る影
	 2.	ラモーを讃えて
	 3.	運動

ドビュッシー：映像　第 2集
	 1.	葉末を渡る鐘
	 2.	そして月は廃寺に沈む
	 3.	金色の魚

ドビュッシー：喜びの島
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プロフィール
日本音楽コンクール第 1 位、ジュネーヴ国際音楽コンクール最高位、エリザベート王妃国際音楽コンクール
入賞ほか国内外で受賞暦多数。これまで日本の主要オーケストラと共演するほか、パーヴォ・ヤルヴィ指揮
ドイツ・カンマーフィルをはじめとする海外オーケストラとの共演も数多い。CD 録音ではレコード ･ アカ
デミー賞受賞 CD を含む「仲道郁代ベートーヴェン集成 ～ピアノ・ソナタ＆協奏曲全集」ほか、古楽器での
録音でも高い評価を得ている。2018 年に「仲道郁代 Road to 2027 プロジェクト」を開始。ベートーヴェ
ン没後 200 周年と自身の演奏活動 40 周年が重なる 2027 年に向けて10 年にわたり、ベートーヴェンを核
に据えた「春」のシリーズ、ピアニズムの新境地に挑む「秋」のシリーズを好評のうちに展開している（本
公演は後者のシリーズの第 3 回にあたる）。著書に『ピアニストはおもしろい』( 春秋社刊 ) など。一般社団
法人音楽がヒラク未来代表理事、一般財団法人地域創造理事、桐朋学園大学教授、大阪音楽大学特任教授。
仲道郁代オフィシャル・ホームページ http://www.ikuyo-nakamichi.com

使用楽器：ヤマハコンサートグランドピアノCFX
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前奏曲集　第 1巻（1909-10）
《前奏曲集》は、ドビュッシーのピアノ作品が到達した一つの境地です。ここには12の題
材から切り取られた情景が、ものの気配までも映すほどに極められたピアニズムによっ
て見事に描かれています。

映像　第 1集（1901-05）
この曲集は、古典組曲の形式と新しい語法の
融合を実現させたものといえましょう。

映像　第 2集（1907）
ここではドビュッシーのピアニズムがさらに
先鋭化し、いっそう微細な事象に対応できる
ように3段譜が使われています。

曲
目
解
説
　
　   

松
橋
麻
利

1.	 デルフォイの踊り手（ゆっくりと荘重に）
古代ギリシャ、パルナッソス山麓のデルフォ
イにアポロン神殿があり、巫女がそこで神託
を伝えたとされます。その儀式の踊りでしょ
うか。この優雅な舞いは、アポロン的な威厳
と気高さにみちています。

2.	帆（適度な速さで）
原題の“Voiles”は「帆 」のほかに「ヴェール」の
意味にもなります。いずれにしても風になび
くような捉えどころのなさが、無限へ広がる
かのような全音音階で表現されています。

3.	野を渡る風（生き生きと）
「野を渡る風はそのそよぎを止める」という
ファヴァールの詩の一節に由来するようで
す。「できるだけ軽い」動きと下行する平行和
音による優しいそよぎは、中間部の激しい和
音によって一瞬止まります。

4.	 �音と香りは夕暮れの大気に漂う	
（適度な速さで）
タイトルは、ボードレールの詩「夕べの諧調 」
の一行から来ています。詩は、視覚・聴覚・
嗅覚が渾然一体となって夕暮れのめくるめく
一瞬を捉えようとするもので、それは作曲家
を魅了する瞬間でもありました。

5.	アナカプリの丘（きわめて適度な速さで）
アナカプリはカプリ島にある町でしょうか。
南国の強烈な太陽のもとでタランテッラ舞踊
と民謡風の楽句と、時にはハバネラ風のしど
けなさとが交錯します。

6.	雪の上の足跡（悲しげにゆっくりと）
光り輝く前曲から一変して雪景色となりま
す。2度音程で動く一貫した短長リズムは、

「悲しく凍てついたこの景色の背景 」となっ
ています。

7.	西風の見たもの（熾烈に激しく動いて）
海を渡ってくる激しい西風が、嬰ヘのバス音
上でハ音と衝突しながら渦巻くアルペッジョ
や2度音程の軋る響きの中で荒れ狂いながら
通り抜けていきます。

8.	 �亜麻色の髪の乙女	
（とても静かに優しく表情豊かに）
一転して穏やかなこの前奏曲は、作曲家が歌
曲にもしたルコント・ド・リルの詩が発想源で
す。7度音程間を上下に揺れ動く無伴奏の旋律
が優しさを湛え、そこからくる五音音階の響
きは詩の舞台スコットランドを想わせます。

9.	とだえたセレナード（活発すぎずに）
フラメンコの音階とコプラ風のメリスマなど
を織り交ぜながら、スペインの夕べの情景が
描かれます。ギター風に始まるセレナードは、
物音や人影によって邪魔されて最後まで歌い
切れません。あきらめて遠ざかっていきます。

10.	沈める寺（とても静かに）
4 ～ 5世紀頃海に沈んだブルターニュの町イ
スが霧の立ち込める朝に浮かび上がるという
伝説に基づいています。オルガヌム風の楽句
にのって大聖堂が現われ、修道士たちの悲し
げな聖歌が聞こえてきます。全貌を現わした
かと思うまもなく、大聖堂は再び揺れる波間
に沈んでいきます。

11.	パックの踊り（気まぐれにそして軽く）
シェイクスピアの『真夏の夜の夢 』に出てく
るいたずらな小妖精パックが素早い付点リズ
ムに合わせて縦横無尽に空中旋回する様子で
す。時折聞こえるのはオベロンの角笛でしょ
うか。

12.	ミンストレル （適度な速さで）
ミンストレルとは、一説には黒人音楽ショー
を演じる白人一座のこととされます。跳躍下
行する装飾音とスタッカート音が、とぼけて
ぎくしゃく動く彼らの様子を伝えています。

1.	 �水に映る影（きわめてアンダンティーノで）
冒頭の連続和音、2つのテーマ、半音階や五音音
階の響き、推進力を生むリズムの工夫などを駆使
して、縦横無尽な水の様態が描かれています。最
後には遠くで響く寺院の鐘を聞きながら水の輪
が消えていきます。

2.	ラモーを讃えて（ゆっくりと荘重に）
量感のある豪華なサラバンドです。最初の旋法的
なユニゾン旋律、持続低音上を広範な音域で動く
充実した並行和音、躍動的なシンコペーション・
リズムなどが、作曲家のフランス古典音楽への賛
美を表現しています。

3.	運動（生き生きと）
これは実質的にはトッカータといえます。動きの
わずかな変化が次の動きを誘い出し、しだいに大
きな波となって拡大していきます。中間部では新
しい歌も浮かび上がりますが、最後にこの運動エ
ネルギーは空中に雲散霧消します。

1.	葉末を渡る鐘（ゆっくりと）
11月1日の万聖節から翌日の死者ミサのときま
で、村々の弔鐘が黄色く色づいた夕べの森に鳴り
渡る情景とされます。全音音階がつくる葉のしげ
みの中を「虹色のもや」が立ち込めたあと、澄んだ
カリヨンの音がそっと、しかしはっきりと響き
渡っていきます。

2.	そして月は廃寺に沈む（ゆっくりと）
東洋びいきの友人とともに作曲家が夢見ていた
架空の風景のようです。4度・5度音程と3和音の
各平行和音、そして五音音階の東洋的な旋律が、
最強音がPというごくひそやかな筆致で不思議な
情景を描き出します。

3.	金色の魚（生き生きと）
日本の黒漆のパネルに描かれた2尾の金色の魚が
霊感源とされます。ドビュッシーの想像力は絵の
印象をはるかに超えて、彼自身がそこで光、水、
色彩、そして不意のしなやかな動きと戯れている
かのようです。

喜びの島（1903-04）
1904年の夏にドビュッシーは、2番目の妻とな
る女性とジャージー島へ愛の逃避行を敢行しま
す。この時作曲中だったのがなんとも象徴的な
タイトルを持つのこの作品です。トリルが分散
増3和音のカデンツァ楽句を誘発し、イ長調の
音階第4音を半音上げた旋法的な旋律が付点音
符と3連符のリズムで無窮動の踊りを始めます。

そして中間部で官能的な大きなうねりへと発展
したあと最初の楽句が戻ってきますが、しだい
に既出の要素が総動員されて歓喜の乱舞が繰り
広げられます。この強烈な輝きと肯定的な幸福
感は作曲家にしては異例で、とても高度なテク
ニックを要求する曲になっています。
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仲道さんが特に大切にしてきた作曲
家であるベートーヴェンと、今回取り
上げるドビュッシーの音楽、両者には
どのような違いを感じていますか？

仲道　まずメンタリティが正反対
なのだと思います。ベートーヴェン
は論理的に、モティーフを組み立て
て音楽を構築しています。ドビュッ
シーはその真逆で、モティーフや、形
式で構築するということを否定する
立場にいる人だと思います。

松橋　そう、展開がないんですよね。
ドビュッシーはモティーフを変容は
させますが、有機的に展開はさせて
いません。

仲道　例えば、ベートーヴェンのピ
アノ・ソナタでは曲が進行して、展開

部があり、その後に再現部に達した
ときに音楽の不可逆性を感じるとい
うような、時間軸を感じる。そのこ
と自体がドラマを作っていると思う
のですが、ドビュッシーにはそれが
感じられません。時間の存在の仕方
が、ドビュッシーの場合は全く異な
りますね。 

松橋　時間軸がない訳ではなく、
様々な事象が同時に起こっているの
ですよね。例えば、彼の円熟した作
品の中には“遠くで”という指示がた
くさんあります。“いま”ここで起
こっていることと、別のところで起
こっていることが同時に発生してい
る。ですから一本通った時間軸では
展開していかないのです。ソナタ形
式では、全く同じではないけれど、
似たような形で提示されたものが

戻ってきますよね。これは時間を“閉
じる”ような作業です。ドビュッシー
はそれを拒否して、提示部にあった
ものを回想するなど断片的に見せて
いく形をとったりしています。

仲道　例えば 《ベルガマスク組曲 》 
の 〈月の光 〉 の冒頭の形が最後に再
現されるときに、冒頭にはなかった

“ド♭ ”の音が印象的に響きます。こ
れを聴くたびに、それまで見ていた
ものが実は違う世界のものだったと
いうような、あたかもパラレルワー
ルドが存在していたのかと、2つの
時間軸の存在すら感じさせる気がし
ます。これは松橋先生が仰る時間の
感覚と近いのではと思います。ほか
にもドビュッシーを演奏していて感
じる不思議な感覚があります。いま
自分がどこに立っているのかわから

仲道郁代×松橋麻利
聞きて・構成：長井進之介

ベートーヴェン没後200周年と仲道郁代の演奏活動40周年が重なる2027年に向けて展開中のコンサートシリー
ズ、「Road to 2027」。春はベートーヴェンを軸にしたプログラム、そして秋は、様々な作曲家の作品と共に、ピア
ノという楽器だからこそ可能な表現を模索するプログラムが並ぶ。今回はオール・ドビュッシー・プログラム。意外に
もすべてをドビュッシーでまとめたリサイタルは仲道にとって初の試みとなる。そこで今回、ドビュッシーに対する
仲道の想いを、ドビュッシー研究の第一人者である松橋麻利との対談を通して語って頂いた。

ドビュッシーの見たもの 対談 ドビュッシーの見たもの対
談

なくなるという奇妙さを感じるので
す。今回演奏する 《映像 第２集 》 の 

〈葉末を渡る鐘 〉、《前奏曲集 第1巻 》 
の 〈音と香りは夕暮れの大気に漂う〉 
などを弾いていると、上下左右や東
西南北がわからなくなってきます。

松橋　ドビュッシーの想像力は本当
に自由に飛んでいってしまうのでそ
ういうことはよくあると思います。
また、調の問題もあるかもしれませ
ん。基本的にロマン派までは曲の主
調が明確にあって、帰る場所がはっ
きりとしている。しかしドビュッ
シーにはそれがない……というか、
わざとそれをなくしているのです。
例えば、〈葉末を渡る鐘 〉は全音音
階で書かれていますが、最後はト短
調の主和音で終わります。そういっ
た調にとらわれない自由さも、仲道
さんのおっしゃるような、自分がど
こに立っているかわからない感覚を
生み出しているのかもしれません。

仲道　近い時代を生きたサン＝サー
ンスやフォーレ、あとはラヴェルな
どの作曲家にはそういう感覚はない
ですし、ドビュッシーのこうしたス
タイルを受け継いだ作曲家もいませ
んよね。非常に特異だなと……。

松橋　あまりにも個性的すぎるので
しょう。同じことをしても意味がな
いし、あの領域にまで到達できない。
彼は音楽を音の想像力で書いていま
す。色々と詩的なタイトルをつけて
はいますが、それは詩を曲にしたと
いうことではなくて、きっかけとし
てあるもので、あくまでも音の想像
力で構成している。そして詩的なも
のと音を一致させる感覚が非常に鋭
い。これはドビュッシー以外では考
えられない。

 仲道　詩的なものを五感へと、そし
て五感から音という詩的なものへと
置き換えていますね。彼はおそらく
音に香りも感じていたのではない
でしょうか。彼の感覚では、例えば
寒い・暑い・柔らかい・硬いといっ
た皮膚感覚や、光、色、見るもの、聞
こえるもの、全てが粒子として分解
されて捉えられているように思いま
す。曲にするときも、ものを描写す
るのではなくて、そのものの本質、
そのものを作り上げている粒子の本
質を捉えて音にして浮かび上がらせ
ているような気がします。見たもの
が音の空気として浮かび上がるの
か、はたまた、見たこともないけれ
ども、感覚の世界で感じることので
きる何か、幻影のようなものが音に
なっていくのか。感覚の狭間への入
り口が開く……そんな気がします。

ドビュッシーの音楽の特徴や独自性
が浮かび上がってきましたが、これほ
どまでに特別な音楽を書いた彼はど
こから影響を受けたのでしょうか。 

松橋　ドビュッシーは象徴主義文学
から大きな影響を受けていると思い
ます。ドビュッシーとほぼ同時期の
詩人にはポール・ヴェルレーヌやス
テファヌ・マラルメ、アルテュール・
ランボーなどがいます。ドビュッ
シーはヴェルレーヌを好んで取り上
げて歌曲を書いていますが、すべて
の感覚に訴えるという点ではシャル
ル・ボードレールの詩に影響を受け
ています。例えば ｢万物照応」という
詩があります。これは、「自然が人間
の様子を静かに見つめている象徴の
森では、五感すべてが呼応しあい、
人の感覚を高揚させる」という詩で
す。なかには「香りは子どもの肌の
ようにさわやかでオーボエのように

やさしく」という行もあります。香
りによって感触が誘発され、嗅覚が
聴覚も刺激する、五感すべてが一体
となって人の感覚の内なるものを高
揚させるという内容です。

仲道　いまのお話を伺っていて、ぜ
ひお聴きしたいことがでてきまし
た。ヴェルレーヌは「定かなもの」と

「定かならざるもの」が混ざり合う
灰色の歌に優るものはないと言っ
ていますよね。

松橋　はい。ヴェルレーヌは「詩法 」
という詩の中で、鮮明な色彩ではな
くそこはかとないニュアンスを求め
るという、象徴主義の詩作の美学を
うたっています。

仲道　ドビュッシーの音楽のある種
の曖昧さもまさにその「灰色の歌 」に
つながると思うのですが、この灰色
というのは、印象派の画家の作品に
も通じるのではないでしょうか。彼
らの作品は濁らせない鮮やかな原色
を集めて、灰色……というのか曖昧
な色を創り出しているように思うの
です。例えば、ルノワールの肌色も
混ぜ合わせて作った肌の色を使って
いるのではなく、鮮やかな色彩の集
まりによって、あの滑らかな、柔ら
かな質感の肌が作り出されています
よね。それと同じで、ドビュッシー
の音楽の「灰色 」の感じも、鮮やかな
色が粒子で混ざり合ってできている
ような感覚があります。

では、今度はピアニズムについてもお
伺いしたいと思います。かつては、ド
ビュッシーの作品はやわらかいタッ
チで、ぼんやりとした音色で弾く、と
いう流れがありましたよね。それは彼
の創り出す世界とは相反するものに
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なってしまうと思います。ヴェルレー
ヌのいう「灰色の歌 」を音楽で示すた
めには、むしろタッチは明瞭さが必要
だと思うのですが……。

仲道　その通りだと思います。実際
にドビュッシーの作品の楽譜を見る
と、強弱やスタッカートにテヌート
など、指示が非常に緻密に書き込ま
れています（左の図版参照。〈水に映
る影〉の自筆譜 ）。それこそモネの

「睡蓮 」のように、近くで見ると、筆
の跡が見えて何が描いてあるのかわ
からないけれど、遠くから見るとあ
の独特の世界観が立体的に浮かび
上がる、ということと似ている気が
します。もし、一つ一つの音をぼん
やりと弾いてしまったら、ドビュッ
シーの音楽の本質は浮かび上がらな
いのではないでしょうか。ドビュッ
シーはピアノという楽器を知り尽く
していると思います。ピアノが出す
ことのできるありとあらゆるサウン
ド、それを実現するタッチを知り尽
くしている。絵画で例えるとしたら、
多種多様な技法と色のパレットを
持っていたというような……。

松橋　そうですね、一つ一つのディ
ティールは非常に鮮やかに捉えつ
つ、総合として聴かなければなりま
せんね。いま仲道さんが仰ったこと
を表しているのが《映像 第２集》の
自筆譜なのです。ドビュッシーは
様々な指示を色分けして書いてい
て、自筆譜を出版社に渡すとき、青
いインクで書いてある指示は必ずそ
の位置を守るようにと言っていま
す。それをしたのはこの曲集がはじ
めてなのです。 

仲道　なるほど。細かなニュアンス
が非常に緻密に書かれていますね。

ドビュッシーの作品は、聴いてみる
と自由で何ものにもとらわれない、

“広い”感じさえ受けますが、楽譜を
見ると決して自由ではないですね。 

松橋　そうですね。楽譜の通りに演
奏して、その結果は自由に受け取っ
てください、ということなのです。

仲道　演奏者が“なんとなく”で弾い
てしまったら、ドビュッシーの品格も
感性の細やかさも表現できませんね。
これほど考えられているからこそ、す
べてを粒子のように捉えて音として
表現することが可能なのでしょう。

これまで、ドビュッシーの音楽の特徴
や感性の細やかさ、影響などについて
語っていただきましたが、ぜひ今回の
リサイタルのテーマ、「ドビュッシー
の見たもの」に込めた想いを伺いたい
と思います。

仲道　ドビュッシーは目で見たもの
だけではなく、心の目で見ようとした
もの、更には幻想の中で見たものまで
も、粒子単位で描いているのだと思い
ます。実際にはないものを音にしたと
き、そこにあるかのように立ち昇るも
の、見る、聴く、という感覚のその先
にあるものは何なのだろう……とい
うことを探求したいという想いから
このテーマを設定しました。

松橋　ドビュッシーのその感覚は、
とても日本人の感覚に通じるものが
あります。実は、蒔絵の中に留守模
様という、登場人物をわざと描かず、
その人の持っている物やその人を暗
示する風景などを描いて物語を想像
させるという手法があります。人物
を一切描かずに気配を描くところ
は、ドビュッシーの音楽と非常に似

ていませんか？ だからこそ多くの
日本人がドビュッシーの音楽に惹か
れるのではないかと思うのです。

仲道　面白いですね。こういう感覚
は、西洋にはあまりないものなので
しょうか？

松橋　ほとんどないと思います。
もっと直接的に登場人物や彼らの想
いを描いているはずです。

仲道　確かに、「いない人への想い
がここにある」ということを描くこ
とはあっても、“いない風情 ”が描
かれることはないですね。

松橋　ないものの風情に注目したの
もそうですが、音楽で空間を描くこ
とを意識したのもおそらくドビュッ
シーがはじめてでしょう。そこには
なくても、すぐそこにあるように感
じさせる。空間の使い方が非常に巧
みです。これもまた日本人が理解し
やすい美意識だと思います。

仲道　自然の捉え方で言えば、目の
前に見えているのは草木であったと
しても、その向こう側を想像させる、
というようなところがありますね。
今回のプログラムでも、見えないも
のにまで思いを馳せることよって見
えてくるものを大事にしたいという
気持ちがあります。

最後にぜひ、コロナ禍の中で準備を重
ねてこられたこのリサイタルに対する
想いをお伺いしたいと思うのですが。

仲道　コロナ禍に襲われた最初の頃、
世の中を覆う不安の中で、ベートー
ヴェンに向かうのは苦しく思うこと
もありました。でもその中にあっても

ドビュッシーを弾くということは、心
がすごく楽だったのです。楽というの
は、ドビュッシーは何かを “課す”とい
うところがないからかもしれません。
感覚を細やかにして彼の音楽に浸る
ことは“課す”こととは全く別次元の
話です。ショパンでは同調して辛く
なったりするし、シューマンは弾いて
いて涙が出て心が揺さぶられますが、
ドビュッシーはそれらと全く別の感
覚です。この時期にドビュッシーの音
楽を演奏できたことは本当によかっ
たと思っています。

松橋　ドビュッシーは弾きながら聴
くことに徹することができる、とい
うのも大きいかもしれませんね。そ
れにドビュッシーは徹底して「自分 」
を作品の中に出さない、自我を関わ
らせないということもあります。だ
から苦しくないのかもしれません。

仲道　確かに、仰る通りだと思い
ます。ベートーヴェンやショパンや
シューマンは辛さや苦しみが作曲の
原動力になっているところがありま
すから、音にするとき、一緒になっ
て救いを求めないと弾けないので
す。でも、ドビュッシーは、そこには

何のわだかまりもない。自分の感覚
を研ぎ澄ませていくことが全てで、
一音が始まった瞬間に身を浸せるか
どうか。といったところがあります。

松橋　よくわかる気がします。演奏
家のそういう感想は貴重ですね。

仲道　コロナ禍の中で、音楽は動詞
として存在するのだと気が付きまし
た。音楽を奏でる、受け止めると
いう行為によって、成り立っている
ものなのだと。それがどれだけ尊い
ことなのかを思いました。音楽が何
を伝え、人と人との間に何を生起さ
せているのか。ベートーヴェンです
と私も「皆さんも一緒に行こうでは
ないか！」という心持ちになります
が、ドビュッシーはもっと自由です。
心のままに音の中に溶けていけるよ
うに思うのです。その感覚は、現実
と幻想の狭間でもあり、五感を通し
てのみ感じられる“存在とは何か”
というような不思議な気持ちになり
ます。ドビュッシーの音の空気の連
なりに身を浸したときに湧き起こる
感興の世界、そんな時間と空間をコ
ンサートではお過ごしいただけたら
と思います。

松橋麻利［まつはし・まり］

東京藝術大学大学院音
楽学修士課程修了。専
門はドビュッシーを中
心とした19 ～20世紀
前半のフランス音楽。
著書に『ドビュッシー』

（音楽之友社 ）、共訳書
にジャンケレヴィッチ著『ドビュッシー 
生と死の音楽 』（青土社 ）など。楽曲解
説に児玉桃（水戸芸術館主催 ）、中井正
子らのドビュッシー・シリーズがあり、
Ｎ響定期公演の解説も多数。「ドビュッ
シーフェスティヴァル」（カワイ主催 ）、
シンポジウム「芸術照応の魅惑 」（日仏
会館主催 ）などで講演。獨協大学講師。

長井進之介［ながい・しんのすけ］

国立音楽大学大学院修
士 課 程 器 楽 専 攻（伴
奏 ）修了、同大学院博
士後期課程音楽学領域
単位取得満期退学。在
学中、カールスルーエ
音楽大学に交換留学。
ピアニスト、音楽ライターの活動を並行
して行っている。『音楽の友 』や『ぶらあ
ぼ』など複数の音楽媒体でレギュラー執
筆を担当し、インターネットラジオ番
組「OTTAVA Fresca」（毎 週 木・ 金 曜
日9:00 ～ 12:00）プレゼンターを担当。
著書に『OHHASHI いい音をいつまでも』

（三省堂書店 ）などがある。

対談 ドビュッシーの見たもの
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幻想曲の
系譜
モーツァルト：幻想曲 K.475
シューマン：幻想曲 Op.17
ベートーヴェン：ピアノ・ソナタ第28番 Op.101
シューベルト：さすらい⼈幻想曲 D760 Op.15

※2021年5⽉30⽇ 
サントリーホール

知の泉
ベートーヴェン： 
ピアノ・ソナタ第17番「 テンペスト」 
Op.31-2
ショパン： 
バラード第１番 Op.23
リスト： 
ダンテを読んで S.161-7
ムソルグスキー： 
組曲「 展覧会の絵 」

劇場の世界
ベートーヴェン： 
ピアノ・ソナタ第19番 Op.49-1
ベートーヴェン： 
ピアノ・ソナタ第20番 Op.49-2
ベートーヴェン： 
ピアノ・ソナタ第18番 Op.31-3
シューマン： 
パピヨン Op.2
シューマン： 
謝⾁祭 Op.9

夢は何処へ
ベートーヴェン： 
ピアノ・ソナタ第27番 Op.90
ベートーヴェン： 
ピアノ・ソナタ第13番 Op.27-1
ベートーヴェン： 
ピアノ・ソナタ第14番「 ⽉光 」 Op.27-2
シューベルト： 
ピアノ・ソナタ第18番「 幻想 」 D894 
Op.78

⾼雅な踊り
ベートーヴェン：ピアノ・ソナタ第24番「テレーゼ」 
Op.78
ベートーヴェン：ピアノ・ソナタ第25番 Op.79
ベートーヴェン：ピアノ・ソナタ第26番「 告別 」 Op.81a
リスト：メフィスト･ワルツ第１番 

「村の居酒屋での踊り」 S.514
ラヴェル：優雅で感傷的なワルツ
ショパン：ワルツ「 告別 」 Op.69-1
ショパン：ワルツ Op.64-2
ショパン：ポロネーズ第６番「 英雄 」 Op.53

⾳楽の哲学
ベートーヴェン：ピアノ・ソナタ第30番 Op.109
ベートーヴェン：ピアノ・ソナタ第31番 Op.110
シェーンベルク：６つの⼩さなピアノ曲 Op.19
ベートーヴェン：ピアノ・ソナタ第32番 Op.111

⽣と死の揺らぎ
ショパン： 
ピアノ・ソナタ第２番「 葬送 」 Op.35
ベートーヴェン： 
ピアノ・ソナタ第29番「ハンマークラヴィーア」
Op.106
 

ラヴェルの狂気
ラヴェル：鏡
ラヴェル：⽔の戯れ
ラヴェル：夜のガスパール

組曲
グリーグ：組曲「 ホルベアの時代より」 Op.40
バッハ：パルティータ第２番 BWV826
バッハ：イタリア協奏曲 BWV971
バッハ：パルティータ第１番 BWV825
ラヴェル：クープランの墓

変奏曲を極める
モーツァルト：フランスの歌 

「 あぁ、お⺟さん聞いて」による12の変奏曲 
（ きらきら星変奏曲 ） K.265
シューマン：アベッグ変奏曲 Op.1
ラフマニノフ： 
コレッリの主題による変奏曲 Op.42
ベートーヴェン： 
創作主題による32の変奏曲 WoO.80
ブラームス： 
ヘンデルの主題による変奏曲とフーガ Op.24

幻想とは
ブラームス： 
２つのラプソディ Op.79より第1番
シューマン： 
クライスレリアーナ Op.16
ショパン：幻想曲 Op.49
スクリャービン： 
12のエチュード Op.8より 
第1番、第12番
スクリャービン：幻想曲 Op.28

※2021年10⽉23⽇ 
東京文化会館小ホール

前奏曲
ドビュッシー：前奏曲集 第２巻
ラフマニノフ：前奏曲「 鐘 」 Op.3-2
ラフマニノフ：前奏曲集 Op.23より 
第２番、第５番、第７番
ラフマニノフ：前奏曲集 Op.32より 
第２番、第５番、第８番、
第10番、第11番、第12番

ブラームスの 
想念
ブラームス：７つの幻想曲 Op.116
ブラームス：３つの間奏曲 Op.117
ブラームス：６つの⼩品 Op.118
ブラームス：４つの⼩品 Op.119

シューベルトの 
⼼の花
シューベルト： 
４つの即興曲 D899 Op.90
シューベルト： 
４つの即興曲 D935 Op.142

ショパン〜プレイエルの響き〜
ショパン：バラード第１番 Op.23
ショパン：バラード第２番 Op.38
ショパン：バラード第３番 Op.47
ショパン：バラード第４番 Op.52
ショパン：２４の前奏曲 Op.28

※2018年10⽉27⽇ 
東京⽂化会館⼩ホール

シューマンの夢
シューマン：アレグロ Op.8
シューマン：幻想⼩曲集 Op.12
シューマン：予⾔の⿃ Op.82-7
シューマン： 
ピアノ・ソナタ第１番 Op.11

※2019年10⽉27⽇ 
東京⽂化会館⼩ホール

ドビュッシーの
⾒たもの
ドビュッシー： 
前奏曲集 第1巻
ドビュッシー： 
映像 第１集
ドビュッシー： 
映像 第２集
ドビュッシー： 
喜びの島
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パッションと理性
モーツァルト：ピアノ・ソナタ K.310
ベートーヴェン：ピアノ・ソナタ第23番「 熱情 」 Op.57
ブラームス：ピアノ・ソナタ第３番 Op.5

※2018年4⽉30⽇ 
サントリーホール

悲哀の⼒
ベートーヴェン：ピアノ・ソナタ第８番「 悲愴 」 Op.13
ブラームス：８つのピアノ⼩品 Op.76
シューベルト：ピアノ・ソナタ第19番 D958

※2019年5⽉26⽇ 
サントリーホール

⾳楽における⼗字架
ベートーヴェン： 
ピアノ・ソナタ第22番 Op.54
ベートーヴェン： 
ピアノ・ソナタ第21番「 ワルトシュタイン」 Op.53
ショパン： 
２つのノクターン Op.48
シューマン： 
ピアノ・ソナタ第３番 Op.14

※2020年5⽉17⽇ 
サントリーホール→ 
2028年3月に延期（ 場所未定 ）

本公演

次回
公演

ベートーヴェンのピアノ・ソナタを核に据えて、 
ベートーヴェンの以前・以後のピアノ作品とともに 
各回のテーマに迫ります。 
主に大ホールで上演されるシリーズです。

ピアニズムを追求するシリーズ。 
主に小ホールでの上演をメインにしており、 
より限定された空間でピアノ表現の 
多様さ、細やかさを味わって頂きます。

春のシリーズ

秋のシリーズ

S P R I N G  S E R I E S

A U T U M N  S E R I E S

春のシリーズ

秋のシリーズ

写真：池上直哉

仲道郁代がベートーヴェン没後200年と自身の演奏活動40周年が重なる 
2027年に向けて企画した、10年間に及ぶコンサートシリーズです。
仲道本人が構想した全20回の各プログラムから成り、
ベートーヴェンを核とした［春のシリーズ］と 
ピアニズムの新境地に挑む［秋のシリーズ］の
２本の柱で展開されています。 
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仲道郁代ピアノ・リサイタル「ドビュッシーの見たもの」
2020年10月25日（日）開演14：00／18：00　東京文化会館 

主催：ジャパン・アーツ
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